
平成３１年度  第六日暮里小学校学校経営方針 
                                        第六日暮里小学校 

                                        校 長 島埜 秀男 

『笑顔あふれる魅力ある学校を目指して』 

～学校・家庭・地域の連携を基盤として～ 

１ 目指す児童像 

１ 心豊かな子供（礼儀正しさを身に付け、思いやりや感謝の気持ちをもって行動できる子） 

◇周囲の人を大切にする児童（人権感覚を磨く） 

・友達、家族、お年寄り、障がいのある方、地域の方々、困っている人に適切な行動をすすん

でできる。   

◇礼法を学んで行う児童  

・時と場合に応じた正しい礼儀作法や言葉遣いを身につける。  

◇どこでもあいさつする児童（コミュニケーションを大切にする） 

・どこでも誰にでもさわやかなあいさつをして地域の一員であることを自覚し、地域行事に積

極的に参加する。 

・感謝の気持ちを言動で表現できる。（「ありがとう」「お疲れさまでした」と声を掛け合う姿） 

 

１ 進んで学ぶ子供（適した環境の中で自ら学び方を学び、課題解決できる子） 

◇学習規律を学び授業に集中する児童 

・先生の話をしっかり聞きとって発問に答えたり、ノートに書いてまとめたりする。 

・話し方、聞き方のルールを守った落ち着いた学習態度  

・六日小伝統・文化ノートの効果的活用による魅力ある学び 

◇話合いによってよりよい問題解決できる児童（聞くこと・話すこと・話し合うこと） 

・課題に気付き、解決のために積極的に話し合いができる。 

・話合いで、一人一人の考えを尊重してよりよい解決ができる。  

・自主的、自治的活動ができる。 

◇家庭学習をがんばる児童   

・１５分×学年を目安に実践 

・自主学習の推進←課題を見つけ、計画的に継続的に学習する力を身に付ける 

◇すらすら音読できる児童 

・1分間に３５０字を読む速さで朗々とした声で音読できるように練習する。 

  ・音読法の工夫をし、楽しく音読する 

  ←読めることが自信となり学力向上につながる 

 ◇学校図書館を上手に活用できる児童 

 ・「六日小学校図書館活用ノート」による発達段階に応じた指導 

 ・「すき間読書」の推奨←いつでも手元に本がある生活 

 

１ 元気な子供（心身共に健康で心地よい生活リズムをつくることができる子） 



◇早寝、早起き、朝ごはんを行う児童（自己の健康管理ができる子） 

・生活チェックをしっかり行い習慣づける。日常的指導の重視  

◇気持ちのこもったあいさつができる児童 

・周囲の人たちを元気にするあいさつができる。 

◇外で元気に遊ぶ児童（進んで体を鍛える子・遊びは子どもたちの大切なコミュニケーション） 

・休み時間は外でルールを守ってみんなで元気に遊んで楽しく過ごす。 

・各種カードを積極的に活用し、めあてをもたせて体力向上を図る。 

 

基盤になる取り組み 

① 褒める指導の重視 

・できていることを見逃さず、具体的に認めて褒めることは、指導技術である。 

② 「六日しぐさ」の理解と実践 

・学校生活、学習、健康、給食、宿泊についてのスタンダード 

③ ３名人の取り組み 

□あいさつ名人 

  ・コミュニケーションの第一歩である。 

  ・あいさつはオアシスさを合い言葉に指導の充実を図る。 

あかるく、いつも、さわやかに、つづけて、はっきりと、 

おはよう、ありがとう、しつれいします、すいません、さようなら  

□靴揃え名人（当たり前のことを当たり前にできる子） 

・家でも学校でもどこへ行っても靴を揃えられるようにする 

 ・靴がどこでもそろえられる子は落ち着いて丁寧に行動する習慣が身に付き、他の生活習慣

向上へ結びつく。 

  ・最後まで物事に丁寧に取り組むことにつなげる。 

 □廊下歩き 

  「はさみ」の指導「走らず・さわがず・右側通行」 

  ・他者を思いやる気持ちの育成につながる。 

  ・見通しをもって行動する力をつける。 

④特別活動の重視（集団活動の中で役割をもちお互いのよさを活かしながら生活できる子） 

◇課題解決までの見通しをもった取り組みができる児童 

学級活動 

◇よりよい問題解決ができる児童 

・問題の発見→話合いの計画→話合い→準備→実践→振り返りのサイクルを 

意識して活動できる 

◇係や当番をがんばる児童 

・係や当番の大切さを理解し、豊かな学校生活のために計画的な活動ができる。        

◇協力して働く児童 

・みんなと力を合わせ、見通しもって早く丁寧に時間内に処理できる。      

◇みんなの役に立つ児童（有用感のもてる居場所づくり） 



・みんなのために係や当番にすすんで取り組むことができる。 

 

２ 目指す学校像 

①子どもが行きたい学校（成長が実感できる学校） 

◇学校生活が楽しい学校    ◇学習がよく分かる学校   ◇みんなの心が通い合う学校 

②保護者が通わせたい学校（信頼される学校） 

  ◇安全な学校で安心できる学校  ◇子どもがよく育つ学校  ◇信頼できる学校 

 ③地域があってよかった思う学校（地域とのつながりを大切にする学校） 

  ◇地域の中で子どもが活躍する ◇学校と連携が図れる   

④教職員が高め合う学校（学校力の向上が図れる学校）  

  ◇教職員が協働する学校     ◇責任を果たす学校    ◇教育技術を高め合える学校 

※学校の教育活動については積極的に発信をしていきます。 

 

３ 目指す教師像 

①専門家としての確かな教育技術を身につけ、授業の充実を図る教師 

◇褒める指導の重視 

◇日々教育技術を高めながら、児童がよく分かる授業改善を行う。 

②教職に対する強い情熱を持ち、児童を慈しみプロの教師としての責任感と豊かな 

社会性をもつ教師 

  ◇教師が変われば児童が変容することを信じ資質向上に努める 

  ◇地域に交わり地域に貢献する（地域理解は児童理解となる） 

③丁寧で迅速な対応を組織的に行い、保護者・地域から信頼される教師 

  ◇相手の立場に立ち、報告・連絡・相談を即刻、即日に行って対応する 

④教育公務員としての自覚に立ち、保護者、地域と積極的に協力して、共に子どもを育てる教師 

◇家庭訪問や個人面談はもとより、保護者との連絡を密に協力して児童を育成する 

◇保護者会の充実を図り、保護者会に行ってよかったと思える工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


